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暮らすことを “ 権利 ” として主張すると同時に，必要なサービスや制度を
障害当事者主導で作り出し，自分たちでサービスを提供するという “ サー
ビスの担い手 ” としての立場を打ち出したのである。日本における第一号
の IL センターの設立は 1986 年であるが，90 年代になると全国協議会
（JIL）（4）が設立されたこともあって，その動きは全国に広がり，2010 年






















している。パキスタンに IL 運動が伝わってから約 10 年，パキスタンの
障害者たちは自分たちの可能性に気づき，組織的に活動し始めたのであ
る。障害者の不遇な状況を訴え，手を差し伸べてもらうのをただ待つとい
う “ 受け手 ” 的立場から，自分たちの手で制度を作りサービスを提供する










2001 年 9 月の米国同時多発テロ事件以来，パキスタンはテロリストの
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パキスタンの面積は 79.6 万平方キロメートル（日本の約 2 倍）であり，









人口は 2010 年の推計値で 1 億 6652 万人となっている（Federal Bu-












能 40％，視覚 20％，聴覚 10％，知的 20％，その他重複などが 10％と
大まかな数字が示されている。










込まれている。さらに，それから 20 年が経過した 2002 年に「障害者国
家政策 2002」（National Policy for Persons with Disabilities, 2002）が
発表された。また，2006 年には，それに対応した具体的な行動計画と
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福祉・特殊教育省（Ministry of Social Welfare and Special Education）
が中心的役割を担ってきた。そして必要に応じて，保健省や女性開発省な
どもかかわってきた。ところがこの構図が 2011 年早々，大きく変わろう





































であったことから，DPI 設立の発端となった 1980 年開催の RI（Rehabili-
tation International）（11）世界会議に出席していた。このことから，DPI 設
立やその後の活動にかかわることになったと推察される。彼女は，1960
年にはパキスタン盲人会連合を，1982 年にはパキスタン DPI（Disabled 
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織として身体障害者協会（Association of Physically Disabled Persons）















（１）創生  1980 ～ 1990 年代  （13）
次に，パキスタンにおいて IL 運動のけん引役となっているマイルストー
ンの創成期を振り返る。シャフィク氏は，15 歳の時に 4 人の仲間ととも
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（２）自立生活運動伝播  2001 年以降 
2001 年 8 月末にダスキン研修のために来日したシャフィク氏の来日前
の研修目的は，マイルストーンの活動の目的のひとつである “ 障害者のス














仲間を説得し，2002 年 12 月にライフ IL センターを立ち上げた。前述の






2003 年 2 月に，日本での研修の恩人が運営していた西宮の IL センター




































（２）自立生活運動伝播  2001 年以降 
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（ 3 ）パキスタン北部地震  2005 年以降 
マイルストーンの活動がパキスタン全土に広がったのは，パキスタン
北部地震の復興支援プロジェクトを受託し実施したことによる。
2005 年 10 月 8 日の朝，パキスタン北部においてマグニチュード 7.6
の大地震が発生した。同年 11 月 3 日のパキスタン政府の発表によると，
この地震では 7 万 3 千人の人が亡くなり，7 万人以上が重傷の傷を負う




















クトを受託した。それは，被災地に 4 つの IL センターを設立し，障害を
負った被災者が地元で生活できるように支援するという，2006 年 9 月か

































（ 3 ）パキスタン北部地震  2005 年以降 
マイルストーンの活動がパキスタン全土に広がったのは，パキスタン
北部地震の復興支援プロジェクトを受託し実施したことによる。
2005 年 10 月 8 日の朝，パキスタン北部においてマグニチュード 7.6
の大地震が発生した。同年 11 月 3 日のパキスタン政府の発表によると，
この地震では 7 万 3 千人の人が亡くなり，7 万人以上が重傷の傷を負う




















クトを受託した。それは，被災地に 4 つの IL センターを設立し，障害を
負った被災者が地元で生活できるように支援するという，2006 年 9 月か








































筆者は，2009 年 8 月には本書出版のもととなった研究会の第 1 回調査
で，そして 2010 年 2 月と 3 月には別個の事業の関連で，さらに同年 9
月には上記研究会の第 2 回調査として，短期間のうちに 4 度パキスタン
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助成金の支給 2008年8月 　 障害児手当 ： 障害児を 1 人もつ家族＝ 1 万ルピー／年，
2 人以上＝ 2 万 5000 ルピー／年， 障害児が成人 （18 歳）
になると， 個人に対して 1 万ルピー／年が支給される。 しか
しながら， 開始後 2 年も経たないうちに不正受給者がみつ
かり， 支給が停止されている。





運転免許証の取得 2006年1月 　 マイルストーンは， 障害者の免許取得許可を求めて 2004
年頃から政府に働きかけていたが， 聞き入れられなかった。
しかし， 2005 年 9 月に開かれた CBSHOD* に首相が出席し
た際， この問題が取り上げられ， 2006 年より取得可能となっ








　 マ イ ル ス ト ー ン が 最 初 に 取 り 組 ん だ ア ク セ ス 運 動
は， 地元ラホール市の動物園のアクセス改善である。 最
初， 市はなかなか動かなかったが， 辛抱強く交渉を続
け た 結 果， 簡 易 な が ら 段 差 に ス ロ ー プ が 設 置 さ れ た。 













ていた。 ただし， スロープは傾斜が急だったり， 隅の方につ
いていたりするケースが多い。
（出所）筆者作成。
（注）　*CBSHOD は Regional Training Seminar on Capacity Building for Self-help Organizations of       
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男 女 あり なし
アボダバード （Abbotabad） 2 0 2 2 0
イスラマバード （Islamabad） 7 3 4 7 0
バーグ （Bagh） 7 5 2 7 0
バタグラム （Battagram） 2 2 0 2 0
マンセーラ （Mansehra） 5 2 3 5 0
ムザフラバード （Muzafarabad） 7 5 2 7 0
カラチ （Karachi） 1 0 1 1 0
ラホール （Lahore） 21 15 6 13 8
ムルタン （Multan） 1 1 0 1 0
ラワールピンディ （Rawal Pindi） 4 2 2 4 0
シアルコット （Sialkot） 1 0 1 1 0
合計 58 35 23 50 8
ルの 3 つの町にある IL センターを訪問した時に出会ったスタッフや利用
者，ボランティア 37 人と，2010 年 3 月にイスラマバード IL センターを
再訪した際に，IL センター主催の会議に参加していた 21 人の障害者，合
計 58 人である。ラホールの回答者のなかには，近隣の大学から来ていた
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2009 年 8 月の調査時には，行政の対応がよくなったと答えている人の
割合は 37 人中 29 人約 80％と高い数値だったが，翌年 3 月の回答では








はい 44 0 49
いいえ 10 54 2
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気づかせてくれる。要するに IL 運動は，障害者を能動的に変え，彼らが “ 受







はまだ難しいかもしれないが “ 会費 ” や “ サービス利用料 ” の徴収も念頭
に置くべきかもしれない。
また，障害者に必要な制度やサービスは，法律に裏づけされた誰もが




6 月 6 日，ザルダリ大統領が，国連の障害者権利条約（UN Convention 
on the Rights of Persons with Disabilities：UNCRPD（29））の批准書に署
名した。今後は，よりよい制度やサービスのために，条約に則るように国
内法の見直しも行うという。まさに，障害者が “ 担い手 ” となって実績を
作り，政府や社会に変化を起こしているのである。
















（ 1 ） DeJong ［1979］は，①公民権運動，②消費者運動，③セルフヘルプ運動，④脱
医療／セルフケア運動，⑤脱施設運動，の 5 つの社会運動がそれぞれの形で影響
を与えたと主張している。
（ 2 ） 安積ほか［1997：172］を参照のこと。
（ 3 ） 安積ほか［1997：166］を参照のこと。
（ 4 ） 正確には，全国自立生活センター協議会（JIL と略す）である。より詳しくは，
http://www.j-il.jp/index.html を参照のこと。JIL は自立生活センターの連絡・協
議団体で，自立生活センターの支援を行うことを役割とする（アクセス日：2011
年 1 月 2 日）。
（ 5 ） たとえば以下のサイトの記述を参照されたい。Asian Women Magazine - Eng-
lish & Roman Urdu Family Online Magazine for Women　http://www.asian-
women-magazine.com/families/families-in-pakistan.php（ ア ク セ ス 日：2011 年 2
月 10 日）。
（ 6 ） 詳しくはパキスタン政府統計局のホームページ，http://www.census.gov.pk/
index.php を参照のこと。2011 年に新たに国勢調査を実施すると書かれている。
（アクセス日：2011 年 4 月 12 日）。
（ 7 ） 1998 年の人口センサスの結果による。女性の識字率はさらに低く，32% に過
ぎない。Federal Bureau of Statistics ［2010：334］を参照。
（ 8 ） びわこミレニアム・フレームワーク（Biwako Millennium Framework ：BMF）。
正式名称は，「アジア太平洋障害者のための，インクルーシブで，バリアフリーな，
かつ権利にもとづく社会に向けた行動のためのびわこミレニアム・フレームワー
ク」である。2002 年 10 月に滋賀県大津市で開催された，国連アジア太平洋経
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（ 9 ） DPI とは Disabled Peoples’ International の略で，日本語では「障害者インター




2011 年 1 月 26 日）。
（11） 国際リハビリテーション協会と訳されている。障害者とリハビリテーション専
門家との交流を図る国際 NGO で，1922 年に設立された。
（12）サルマ・マクブール博士のプロフィールについては，以下のサイトを参照のこ
と。http://ecdpak.com/nurture/Nurture-8/inspirational_stories.htm（アクセス日：
2011 年 1 月 26 日）。
（13） 本節の記述はアクマル氏とシャフィク氏に対して，それぞれ 2010 年 9 月 24 日
と 22 日に行ったインタビューにもとづいている。
（14） The Pakistan Society for the Rehabilitation of the Disabled （http://www.psrd.
org.pk/）。邦訳はパキスタン障害者リハビリテーションセンターである（アクセス
日：2011 年 2 月 14 日）。
（15）詳しくは以下のサイトを参照。http://www.normanet.ne.jp/~duskin/（アクセス
日：2011 年 2 月 14 日）。
（16） 安積ほか［1997：166-182］，杉本［2008：78-82］を参照。
（17） 最終年を記念して，2002 年 10 月に「2002 年第 6 回 DPI 世界会議札幌大会」，「第
12 回 RI アジア太平洋地域会議」，「『アジア太平洋障害者の十年』推進キャンペー
ン大阪会議」の 3 つのイベントが開催された。
（18）サイマ氏（2010 年 9 月 21 日），シャムサ氏（2010 年 9 月 22 日）へのインタビュー
によっている。
（19） 『CIL たちかわ通信』第 16 号，1993 年 8 月を参照。
（20） 詳しくは以下のサイトを参照。http://www.step.org.pk/（アクセス日：2011 年 2
月 15 日）。
（21） 2010 年 9 月 25 日になされた。
（22） ジュディ・ヒューマン（Judy Heumann）は，2002 年 6 月から 2006 年 5 月まで




2010 年 12 月 14 日に実施された。
（23） シャフィク氏へのインタビュー（2010 年 2 月 4 日）による。
（24） Pakistan Disability Forum, http://pdfpakistan.org/index.php（アクセス日：2011




2011 年 4 月 14 日）。
（26） SD 法は，被調査者の主観による印象やイメージなどを対概念で示し，その強弱
を測定する方法である。
（27） 2011 年 2 月 14 日のインタビューによる。
（28） インタビューが行われたのは 2010 年 9 月 17 日から 22 日の間であった。
（29） UNCRPD は，2006 年 12 月に国連総会で採択された，障害者の権利を守る条約
である。詳しくは，http://www.un.org/disabilities/default.asp?id=150 を参照の
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